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公益社団法人 ｢日本医療社会福祉協会｣設立の経過
Progress of Establishment of the Public Interest Incorporated Association
"Japanese Association of Social Workers in Health Serrvices"































































































































































































































団法人は ｢公益日的事業 学術 技芸 慈善そ
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の他の公益に関する別表各号に掲げる種類の事
業であって､不特定多数の者の利益の増進に寄
与するものをいう｣と定義されている｡｢日本
医療ソーシャルワーカー協会｣や ｢日本医療社
会福祉士協会｣には ｢専門職の専門性の向上､
専門職の待遇 ･利益｣は見えても ｢不特定多数
の者の利益｣は見えない｡
③正会員資格を社会福祉士とすることについて
1990(平成2)年の総会において､当協会は｢社
会福祉士以外の国家資格は求めない｣ことを
決議した｡それから20年､この総会決議に基
づいて当協会は活動してきた｡2004(平成16)
年の医療ソーシャルワーカー業務指針の改定を
経て､2006(平成18)年の診療報酬改定の評
価を得る保険局医療課と交渉の途中､国家資格
でなければ今後は評価できないと言われた｡そ
して､2006(平成18)年､2008(平成20)年､
2010(平成22)年の診療報酬改定では､当協
会の要望が相当程度入れられた｡患者 ･家族を
支援する私たち医療ソーシャルワーカーの資質
担保として､国家資格である社会福祉士を選択
した以上､理事会は､すべての医療ソーシャル
ワーカーが社会福祉士取得を目指す必要がある
と判断し､今後の新入正会員の資格を ｢社会福
祉士｣とすることを決定した｡｢現在社会福祉
士でない会員を見捨てるのか｣というご質問は
常に受けている｡｢見捨てる｣意向は毛頭ない｡
未取得の方には､前述の当協会の歩みと成果を
ご理解いただき､今からでも社会福祉士の資格
を取得いただくよう努力いただきたい｡なお､
本年定期総会でも説明したとおり､現在の正会
員は､社会福祉士の資格の有無にかかわらず､
将来にわたり正会員である続けられることをお
伝えする｡
4.2010年8月8日 2010(平成22)年度臨
時総会開催
2010年8月8日東京都千代田区弘済会館で日
本医療社会事業協会の臨時総会が開催され､議案
｢定款変更および定款補則改正の件｣は可決され
た｡以下は議案評決の内訳 6)である｡
･会員総数4,186名 (大会成立要件 :会員の過半
数2,094名以上の参加)
･出席者数3,076名 (来場者:1,452名 書面評決:
1,624名)
･議案 ｢定款変更および定款補則改正の件｣(書
面1,624+投票1,454)
･採決結果 可決
･賛成票 2,778(書面1,387+投票1,391)
･反対票 296(書面237+投票59)
･無効票 4(書面0+投票4)
･可決に必要な数 2,512
5.2011年4月1日 ｢日本医療社会福祉協会｣
設立
2011年4月1日付けで内閣府より公益社団法
人の認定書が交付された｡4月10日に発行され
た記念すべき第1回 ｢(公社)日本医療社会福祉
協会ニュース｣の巻頭言7)を書いた副会長の袴
谷敏実氏の見出しは ｢公益社団法人 『日本医療社
会福祉協会』設立について～新たな歴史の始まり
として公益社団法人への変革に主体的に取り組も
う｣とあった｡
おわりに
(1) 日本医療社会事業協会の資格制度化の歴史
日本医療社会事業協会の歴史の中で､資格制度
化問題は大きな比重を占めており､理事会はその
エネルギーの大半を資格問題に注いできたのでは
ないかと思う｡すなわち､社会福祉士をMSWの
国家資格とするのか､国家資格として医療福祉士
を求めるのか､または､国家資格ができないので
あれば協会の認定資格とするのかであった｡1987
(昭和62)年5月26日に厚生省社会局案の ｢社
会福祉士法及び介護福祉士法｣が成立している｡
同じく､その年に医療職として ｢医療福祉士｣の
資格も厚生省で検討されていた｡3月には業務の
範囲と教育のあり方に検討調整の必要性はあるが
｢次期国会に上程したい｣8)と厚生省から意欲が
- 24-
長野大学地域共生福祉論集 第6号 2012
示され､今後､MSWの資格法制化は厚生省健康
政策局で進められるとのことが理事会との間で確
認されていた｡しかし､この理事会の動きに対し､
自主的に作られた ｢情報を正しく知る会｣が､会
員に多くの情報が隠されたまま総会を迎え､重大
な決定がされようとしているとして､独自に集会
などを開いていた｡そして､5月29日に開催さ
れた大阪総会では厚生省案を受けて医療福祉士案
を推進しようとする理事会に対して､極めて重大
な問題のため会員の意見交換を行い､総意を結集
すべきとの修正を求める修正動議が会場から出さ
れ､可決された｡当日の総会は理事会側が予定し
た議長に対し､理事会に対立する立候補者が議長
を務めていたことから､修正動議の採決には ｢会
場から激しいヤジが飛び､壇上の理事席からもそ
れに応酬､議長に対しても理事会席から怒号が浴
びせられる中での採決であった｣と ｢日本の医療
ソーシャルワーク史｣に記されている｡大阪総会
後､MSWの資格をめぐって､厚生省の医療福祉
士案に賛成する会員とすでに国家資格となった社
会福祉士に統合するとの会員の間で分裂状態とな
り､新たな組織も生まれた｡また､理事会におい
ては大阪総会後､会長と理事の交代で医療福祉士
推進派は少数となり社会福祉士統合派が多数を占
めるようになった｡そのため､厚生省との関係は
悪化し､度重なる会長の交代等で協会運営は混迷
を深める一方であった.1990(平成2)年の大宮
総会で､医療福祉士の国家資格を求めることは医
療系の科目によってMSWが養成されることにな
り､学問的基盤は社会福祉とする大原則から外れ
るとして｢社会福祉士と別の国家資格は求めない｣
という方針を決議した｡そして､1993(平成5)
年の神戸総会ではさらに一歩踏み込んで ｢国家資
格のあり方としては社会福祉士とする｣と明言し
た｡しかし､その後も資格問題をめぐって､理事
会も会員も揺れ動く時代がなおも続いたが､1998
(平成10)年に医療施設が社会福祉士及び介護福
祉士法の指定施設に追加された｡それは､医療現
場のMSWが社会福祉士の受験資格を得るために
は通信教育課程を受ける必要性はあったが､実習
は免除されることを意味しており､MSWの国家
資格が社会福祉士一本化の方針にさらに拍車をか
けることになった｡さらに､2000(平成12)午
にスタートした介護保険時代を迎えたことと理事
会側の努力もあって､厚生労働省の社会福祉士の
主務課である社会援護局施設人材課との関係も好
転していくことになっていった｡
改めて日本医療社会事業協会の資格制度化の歴
史を振り返ると､理事会の意見も流動的で二転三
転している｡一方､長い歴史の中での総会は会員
が集まらず定数不足で流会やヤジと怒号の中で採
決できないこともあり度重ねて臨時総会を開催し
ている｡そのため､資金不足で協会事務所の家
賃が払えず間借り時代もあった｡加えて､MSW
の主務課が定まらず厚生労働省との窓口に苦慮
した経過など協会運営は苦難の道のりであった｡
MSW として日常の業務を抱え､協会の理事会活
動を続けることの困難さは察してあまりある｡地
方の一会貝としてできたことは､会費納入と総会
時にはできる限り理事会の方針案に賛成の意を表
することくらいであった｡歴代の会長をはじめ､
理事会関係者には頭が下がり､心から感謝し､敬
意を表している｡
(2)MSW と社会福祉士の資格
現在､日本医療社会福祉協会の会員は4,000人
強である｡日本医療社会福祉協会のホームページ
に社会福祉士の資格取得者は2010(平成22)午
時点で会月の81%と載っている｡医療行為等の
対価となる診療報酬が網羅されている ｢医科点数
表の解釈｣に社会福祉士という文言が初めて載っ
たのは2006(平成18)年の診療報酬改正の時で
あった｡その5文字を見た時に､筆者は2年間
の通信教育を決意して社会福祉士の資格を取得し
た｡経営に直結する診療報酬表に社会福祉士と
いう文言が載った以上は､それぞれの専門職が
国家資格を背景に日常業務を行っている保健医
療機関において､MSWイコール社会福祉士とな
り､MSWニアリーイコール社会福祉士ではなく
なったと考えるべきではないかと思う｡さらに､
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MSWの職能団体である日本医療社会事業協会が
今回の定期総会と臨時総会を経て､定款を変更し､
正会員を ｢社会福祉士の資格を有する個人｣と定
めた以上､医療福祉士の国家資格化はあり得ない｡
社会福祉士の資格をもたない2割の会員は､筆者
と同じように長年会費を納め､日本医療社会事業
協会を支えてきた会員かと思う｡理事会が呼びか
けるように是非､社会福祉士の資格を取って欲し
いと筆者も思っている｡2年間の通信教育は大変
ではあったが､それなりの学びもあり､楽しくも
あった｡
(3)公益社団法人日本医療社会福祉協会の研修の
あり方
日本医療社会事業協会の歩みとこの1年間の動
向を振り返ったとき､この1年間はハードではあ
ったが､希望に満ちた1年間でもあったのではな
いかと思う｡それは､定款変更により､MSWの
資格問題に一定の区切 りをつけて､公益社団法人
日本医療社会福祉協会として国民一般を対象とし
て福祉サービスの増進を図るための全国組織とし
てスター トを切るという明らかな展望があったと
思うからである｡国家資格があるから良いソーシ
ャルワークができるわけではない｡医療機関の機
能分化が進み在院日数の短縮化が一段と進んで
いる医療遂行の場で社会福祉の視点で業務を行う
ことは難しい側面が多くなってきている｡その難
しい局面に向かい合うためには社会福祉学を基礎
に､医療の場におけるMSW としての立ち位置を
知ることが重要になってきている｡そのためには､
日本医療社会福祉協会が企画する研修は､ソーシ
ャルワーク ･スキルアップ研修に主眼をおきつつ
も､医療政策や他の医療専門職や福祉専門職の動
向やそれら専門職との連携のあり方や運動を含め
た幅広い研修が必要と考える｡現在､47都道府
県にはそれぞれ医療社会事業協会があり､多くの
MSWは､全国医療社会福祉協会に入会しなくと
も都道府県協会には加入している｡しかし､地方
の県レベルで開催する研修会には限度がある｡公
益性のある団体として ｢不特定かつ多数の者の利
益｣を担うその一環として､言えば､医療政策の
みならず､それを国民の視点で向き合うような多
様性をもった研修制度の充実も望まれる｡研修制
度の充実は､会員の質の向上に繋がり､会員の増
加になる｡会費による増収は経済的にも安定した
協会道営にもなる｡国民の公益を目指すためには､
まずはミクロレベルで会員に研修を通して学ぶ機
会を保障し､日本医療社会福祉協会に帰属意識を
持ってもらうこともその一つである｡幅広い研修
を通し､医療の場においてさらなるソーシャルワ
ーク実践の積み重ねこそが国民一般を対象とした
福祉サービスの増進に繋がるものと考えている｡
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